
糸魚川市駅北復興まちづくり計画
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糸魚川駅

方針１

災害に強いまち
⽅針２

にぎわいのあるまち
⽅針３

住み続けられるまち
　大火を二度と繰り返さない
災害に強い安全な市街地の整
備を進めます

　人々が集い憩う中心市街地と
してのにぎわいと活力を創出し
ます

　被災前の人口規模を回復し、
将来にわたり地域の活力を維
持します

　目標を達成するために３つの方針を掲げ、復興まちづくりを推進します。目目標を標を達成達成するするためためにに３つの方針方針を掲を掲げげ 復興復興まちまちづくづくりをりを推進推進しましますす

大火の概要

計画策定の
目的

計画の
検討体制

計画期間

計画の
対象地域

計画推進に
向けて

３つの方針

６つの
重点プロジェクト

出　    火

出火場所
出火原因

平成 28年 12 月 22 日（木）
平成 28 年 12 月 23 日（金）

10 時 20 分頃
16 時 30 分（出火から約 30 時間）鎮　　火

糸魚川市大町１丁目２番７号のラーメン店
大型コンロの消し忘れ
147 棟（全焼  120 棟　半焼  5 棟　部分焼  22 棟）

焼失面積 約  40,000 ㎡（被災エリア）

被災者状況 145 世帯　260 人　56 事業者

負  傷  者 17 人（一般２人　消防団員 15 人）

焼損棟数

※中等症　１人、軽症　16 人、死者無し

　糸魚川市駅北大火からの早期復興を目指し、市民、地域、事業者、行政等の関係者が、
復興まちづくりに対する考え方を共有するための基本方針を示すとともに、その実現
に向けた具体的な施策を取りまとめ、復興まちづくりを迅速かつ着実に推進していく
ことを目的としています。

被災住⺠、事業者、市⺠被災住⺠、事業者、市⺠
意向
反映

⽷⿂川市駅北
復興まちづくり計画

検討委員会

⽷⿂川市駅北
復興まちづくり計画

検討委員会
（有識者と関係団体代表、市で構成）

（被災者関係者説明会、ブロック別意見交換会、
個別相談などを開催）

⽷⿂川復興
まちづくり
推進協議会

（国・県・市による
　　実務担当者会議）

助言

平成 33 年度までの５か年とし、３つの段階に分けて着実に取組を進めていきます。

　被災地を優先的に復興まちづくりに
取り組む「重点地域」とし、被災地周
辺を含めた糸魚川駅北地域の中心市街
地を「計画対象地域」とします。

重点地域（被災地 約４ha）

計画対象地域（約 17ha）

　復興まちづくりにあたっては、市民、事業者、関係団体等が自ら主体的に取り組む
ことが重要です。また、行政も含めそれぞれが果たすべき責任と役割を分担した上で、
連携・協働しながら取り組むことが重要です。
　復興に向けた取組については、定期的に実施主体や外部の評価組織による評価と検
証を行い、その内容を公表します。また、計画は、復興まちづくりをとりまく環境の
変化などにより柔軟に見直していきます。

平成 29年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

復興
展開期

復興整備期復興計画期

【検討主体（市長に提言）】

カタイ絆で  よみがえる  笑顔の街道  ⽷⿂川
　糸魚川市で産出される国石ヒスイのようにカタイ絆で力を合わせて大火から復興し、被災者の笑顔と
まちのにぎわいをよみがえらせるとともに、歴史ある街道沿いの街なみに人々が集い笑顔で行き交う、
歩きたくなるまちの姿をあらわしています

　今後の復興まちづくりをけん引するうえで重要な施策や波及効果が高く優先的に
取り組むべき施策を６つの重点プロジェクトとして取りまとめています。

①⼤⽕に負けない消防⼒の強化

②⼤⽕を防ぐまちづくり

③⽷⿂川らしいまちなみ再⽣

④にぎわいのあるまちづくり

⑤暮らしを⽀えるまちづくり

⑥⼤⽕の記憶を次世代につなぐ

消防

都市防災

景観

にぎわい

住環境

伝承

住宅用火災警報器（連動型含む）の設置推進、初期消火体制の強化、
強風時における飛び火対応の強化、海水や用水など自然水利の活用

本町通りにおける延焼遮断帯の形成、
防災機能を高める市道の拡幅、消火設備を備えた防災公園の整備

雁木再生への支援、雁木のあるまちなみと調和する住宅や店舗の
建築の促進と支援、道路や歩道の美装化、無電柱化の推進

防災とにぎわいの拠点施設の整備、にぎわい創出広場の整備、
事業再建支援策の拡充とＵＩターン創業の促進

医療、福祉や子育てサービスと連携した市営住宅の整備、
被災地域へのＵＩターンの促進、誰もが気軽に集える場づくり

防災とにぎわいの拠点施設の整備、こども消防団の設置、
ホームページ等による復興情報の発信

【プロジェクト名】 【主な施策】

⽬標
糸魚川市市糸魚川

⽬標標
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　被災者、市内関係団体等から多くの意見を聞き、幅広い視点で計画を検討するため
に組織しました。

安全で安⼼なまち 安らぎと緑のあるまち

住んでよし 訪れてよしのまち歩きやすいまち

歴史の⾵情が⾹るまち


